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 ハロゲン化鉛ペロブスカイト量子ドットは、その優れた光物性から、太陽電池、LED、ディテク
ターなどへの応用が期待されている。その一方で、有害な鉛を含んでおり、そのことが実用化に
向けての障害となっている。この問題を解決するために、鉛の代わりに、鉛と似た電子構造をも
つスズを用いることができる。このハロゲン化スズペロブスカイトは、ほかの鉛フリーペロブス
カイトに比べて、太陽電池で高い変換効率を示すことが報告されており、非常に有望な材料であ
る。[1] しかしながら、スズペロブスカイト量子ドットは、酸化しやすく安定性が低いこと、欠陥
が多く発光量子収率が非常に小さいことなど、応用への課題がある。特に、A サイトにホルムア
ミジニウム(FA)やメチルアンモニウム(MA)などを用いた、有機-無機ハロゲン化スズペロブスカイ
ト量子ドットの研究はほとんどないのが現状である。そこで、私たちの研究では、FA よりも 10倍
以上多い SnI2 を前駆体として用いることで安定した FASnI3 量子ドットを合成することに成功し
た。合成はホットインジェクション法を用いて行った。[2]また、作製後に、表面パッシベーショ
ンを施すことにより、欠陥を減少させることに成功した。図 1 は、パッシベーション前後の発光
スペクトルと吸収スペクトルを比較したものである。表面パッシベーションを施すことで、発光
スペクトルの強度が上がり、ブルーシフトを示した。また、吸収スペクトルより計算される、ア
ーバックエネルギーも減少が確認された。このことは、スズの空孔欠陥が減少したことを示唆し
ており、これまでのスズペロブスカイト量子ドットの報告と一致する。[3-4]これらの結果は、ハ
ロゲン化スズペロブスカイト量子ドットの太陽電池への応用の大きな一歩である。詳細について
は、発表当日に議論する予定である。 
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 PL peak 

[nm] 

Urbach energy 

[meV] 

FASnI3 783 47 

Passivation 724 40 

Table 1  PL peak wavelength and Urbach energy of 
FASnI3 QDs before and after passivation 

Figure 1   PL and absorption spectra 
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